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■╋■━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
╋■┛　ｅ－普及だより　　　　　　普及活動事例第１５号（通算８４１号）
■┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

　　　　　　　　　　　　　平成２６年２月１０日
　　　　　　　編集・発行　農林水産省生産局農産部技術普及課

☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆

━━━━━━━┯━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┯━━━━━━━
┌──────┴───────────────────┴──────┐
│　☆　本号の内容　☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
│　　◎棚栽培カボチャの生産支援と栽培技術の検討　　　　　　　　　　│
│　　　　　　　　　　　　　（山梨県農政部総合農業技術センター）　　│
│　　◎産地が一体となった「赤碕ミニトマト」ＰＲ活動への支援　　　　│
│　　　　　　　（鳥取県中部総合事務所農林局東伯農業改良普及所）　　│
│　　◎組織活動支援を通した新規就農野菜農家の育成　　　　　　　　　│
│　　（沖縄県農林水産部北部農林水産振興センター農業改良普及課）　　│
└─────────────────────────────────┘

┏┏┏┏　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
┏┏┏┏　棚栽培カボチャの生産支援と栽培技術の検討
┏┏┏┏　　　　　　　　　　　　　【山梨県農政部総合農業技術センター】
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
（成果の要約）
・本年度の取り組みにより、生産者がそれぞれのほ場の状態を確認するととも
　に、カボチャの特性を理解して栽培に取り組むことができました。
・他の人のほ場を巡回したことで、お互いの技術を共有し、栽培面１８０ａで、
　生産量は１３ｔ程となりました。
・植栽方法や、作業の進め方、整枝誘引の方法など、適正な栽培管理技術を絞
　り込み、「甲州天空カボチャ栽培指針」として技術資料を作成しました。
・収穫量が多かったことから、ペーストへの加工が行われました。更に、ペー
　ストから「カボチャの甘酒」試作にも取り組み、６次産業化へとつながりま
　した。

（活動内容）
・遊休ブドウ棚を利用しての栽培であることから、それぞれのほ場の土壌分析
　結果をもとに、ほ場環境とカボチャ生育特性を理解するための栽培講習会か
　らスタートしました。
・栽培に取り組んだ生産者の中には、始めて栽培を行う初心者もおり「苗作り」
　に不安が多いことから、春作の苗については共同育苗を行い、栽培者同士の
　ほ場を巡回してそれぞれの生育状況や管理の方法を確認しつつ、注意点や失
　敗談などをお互いに情報交換、共有することで技術習得を図りました。
・生産されたカボチャの販売と余剰品の利用検討を行い、従前の販売先の他に、
　新たな販売先の確保検討を行い、ペーストへの加工など６次産業化を進めま
　した。

（成果を上げたポイント：担当普及指導員からのメッセージ）
・本年度は栽培する会員、栽培面積も増え、更に技術的にも高まったことから
　予想以上の収穫があり、収穫時期が集中しました。
・次年度は、作型を４区分に細分し、安定継続した収穫販売を行えるように、
　計画的生産の実現に向けて支援していきます。

※参考ＵＲＬ
　　http://www.pref.yamanashi.jp/sounou-gjt/hukyuziseki.html
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※担当普及指導センター
　　山梨県　農政部　総合農業技術センター（０５１－２８－２９５２）
　
┏┏┏┏　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
┏┏┏┏　産地が一体となった「赤碕ミニトマト」ＰＲ活動への支援
┏┏┏┏　　　　　　　【鳥取県中部総合事務所農林局東伯農業改良普及所】
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
（成果の要約）
・生産部、加工組織、関係機関等が一体となり消費者へのＰＲを行う「琴浦町
　ミニトマトＰＲ実行委員会」を立ち上げ、活動が定着してきました。
・ミニトマトが地元の特産物であることの認識が高まりました。また、マスコ
　ミ等にも取り上げられ県内へのＰＲにつながりました。
・消費拡大、商品開発について、食による地域活性化を目指す地元ＮＰＯ法人
　との連携による取り組みに発展しました。

（活動内容）
・生産農家と加工組織が別々ではなく、産地が一体となった活動の必要性を提
　案し、組織化のための検討や活動計画の策定、ＮＰＯ法人との連携等を支援
　しました。
・消費拡大には、地元での特産品としての認知度アップや利用方法の多様化が
　必須と考え、消費者への講習会やイベントでの販促と合わせたレシピ紹介、
　地元レストランでの食材利用、ＰＴＡを含めた食農教育等を支援しました。
・活動の都度マスコミへの情報提供を行いました。
・加工品試作等の支援を行うとともにレストランとのマッチングを行いました。

（成果を上げたポイント：担当普及指導員からのメッセージ）
・普及員のコーディネート機能を発揮し、それぞれの組織に働きかけ、産地が
　一体となった「琴浦町ミニトマトＰＲ実行委員会」を立ち上げることができ
　ました。
・県事業の紹介や連携先の情報を提供することにより、実行委員会の活動を円
　滑に進めることができました。

※担当普及指導員
　　鳥取県　中部総合事務所農林局　東伯農業改良普及所（担当：三澤）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（０８５８－５２－２１２５）

┏┏┏┏　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
┏┏┏┏　組織活動支援を通した新規就農野菜農家の育成
┏┏┏┏　　【沖縄県農林水産部北部農林水産振興センター農業改良普及課】
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
（成果の要約）
・新規就農者の組織（沖縄畑人(ハルサー)くらぶ）育成により技術向上が図ら
　れ、就農定着につながりました。
・組織会員も当初の９名から１５名に増加し、そのうちの３名が認定農業者と
　なりました。
・会員の一部は、「農の雇用事業」を活用し、自らの就農体験を活かしながら、
　就農希望者の研修を受け入れ、その研修生が独立・自営就農する者も誕生し
　ました。

（活動内容）
・新規就農者の早期の経営確立支援を重点課題に、定期的な新規就農講座の開
　催や個別指導の強化を図りました。
・組織活動支援においては、毎月の定例会においてテーマを設け、基礎知識の
　習得に努め、また、組織力を活かした研究活動について支援しました。
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（成果を上げたポイント：担当普及指導員からのメッセージ）
・継続的な学習活動や現地検討会の積み重ねが重要であり、集団指導は普及活
　動の原点であり、新規就農者にとっても効果的・効率的な学習ができたと思
　います。
・担い手の確保は喫緊の共通課題と認識し、市町村等関係機関と密に連携して
　取り組むことにより、農地情報の交換や各種施策事業の活用につながり、円
　滑な就農支援となりました。まだまだ数は少ないですが、普及のコーディ
　ネーター役が発揮されたと思います。

※参考ＵＲＬ
　　http://www.pref.okinawa.lg.jp/site/norin/norin-hoku-nokai/index.html
　　
※担当普及指導員
　　沖縄県　農林水産部　北部農林水産振興センター　農業改良普及課
　　　　　　　　　　　　　　（担当：新城）（０９８０－５２－２７５２）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　　　　　　　　　　　 　編集後記　
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　平成２４年１１月から都道府県の皆様に執筆いただいている「普及活動事例
号」。これまで毎回３県、１５回を配信して参りましたが、次号で最終回です。
　「普及活動事例号」の次の取組については現在検討中ですが、普及指導員の
皆様にご愛読いただける取組にしていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　編集担当Ｓ　◎
∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽
　このメールマガジンは、普及事業に関する情報などを、登録された皆様に
無料でお届けするものです。もし、まわりに登録されていない方がいました
ら、ぜひ登録をお勧めください。
　登録先は、http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.htmlをご覧ください。
∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

※メルマガの配信登録はこちら
　　http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html

※バックナンバーはこちら
　　http://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/hukyu/h_mailmag/index.html

※ＰＤＦ形式のファイルの閲覧について

  メールマガジンに記載したＵＲＬで、一部ＰＤＦ形式のものがあります。
  ＰＤＦファイルをご覧いただくためには農林水産省ホームページ
  ⇒  http://www.maff.go.jp/j/use/link.html
  「３　ＰＤＦファイルについて」をご覧になり、「Get Adobe Reader」
  のボタンでAdobe Readerをダウンロードしてください。
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